
















































































































































































































727.8 1．８３２ 22.4 44.1 




小 410.9 62.5 7０．４ 5,154 
(3)都市
(4)大都市
1.447 17.5 4,717 15.6 326.0 






小 計 3,1081３７．５ 9.024 29.9 290.3 






















































































































































































































































































































































































２６．９ 蝋蕊(27.3)’ ５０．２１ .01,198.011,019.4 (i;:;)|;雪０６)|(雷:;）333.3 (50.7） ４５．６ 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12.8 8.4 7.7 6.4 8.5 9.6 11.8 13.4 6.4 6.2 6.3 5.6 
26.6 23.4 24.0 23.2 23.1 23.2 25.0 23.3 23.9 23.2 22.4 24.5 
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銀 行 名 (,幾搬)|融雛率|(,瀞,jliL)|融舗率

















































15.101 17.650 46.6 49.4 






















小 計 28.5 






















































































































































































14.0 13.0 13.0 16.5 7.0-8.5 8.5 8.5 8.5-9.0 14.0 16.5 7.0-7.51 
15.0 15.0 18.0 16.5 16.5 19.4 10.0 
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４６ 薯 852 1.255 1,593 444 531 素Ｉ 1.390 1.20811.340 
ＲＢＩ,RePo"ｏ〃ｃ”γe"ｃｙα"ａＦｉ"α"cc，Ｚ975-76,Vol.Ⅱ，ｐ、５１
do.，RcPoγオｏ〃Ｃ”ｒｅＣｙα〃Ｆｊ"α"Ce，Zg80-8Z，Vol.Ⅱ，ｐｐ、42-43
出所： ⑰惇
５２インFにおける金融構造の転換
第Ｆ-5表指定商業銀行の収入と支出
(単位：１０万ルピー）
(6)＝(4)＋(5) 
総支出
(1) 
経常収入
(3)＝(1)＋(2) 
総収入
(5) 
その他支出
(2) 
その他所得
(4) 
経常支出
年
(１月～12月）
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出所：RBI,Ｃ〃γ'ＢＯＯルｏ〃Ｆｉ"α"ｃｊａＭ"ｄＥｃｏ"0”ｃ〃dicα/0パ，
ｄｏ.，Ｓｵα/is/ｊｃａノＴａｂ彫sre1zzﾒｶﾞ"ｇオＯＢα"んｓｉ〃ん｡iα，１９７６，
２５，４７ 
p、２．１０
ｐｐ、２４－
５３ 
(20）第Ｆ-5表は1965年以降の指定商業銀行の収入・支出のトレンドをふたもの
である。第(11)欄の経常支出／経常収入の比率を糸て承ると，国有化以降，
この比率は明らかに上昇した。他方これにともなって，第(12)欄の経常利
潤／経常支出の比率は，国有化以降明らかに低下した。ただし一店舗あたり
の経常利潤は，店舗数の飛躍的増加にもかかわらず，７４年以降は上昇してい
る。なお公共部門銀行の収益性悪化問題については，ＳａｍｐａｔＰ、Singh，
“ProfitabilityofNationalisedBanks'',ＥＣＯ"o”ｃα"cZPo伽cαノWCCﾙJy，
ＶｏＬＩＸＮｏ､35,August３１，１９７４（ReviewofManajement)；Meenakshi 
Thyagarajan，“ImpactofExpansiononBanks，Earnings，Expensesand 
Profits''，ＥＣＯ"ＯＭＣα"ｄＰｏ伽CCZノWCehJy，ＶｏＬＸＮｏ,４８，Nov、２９，
１９７５（ReviewofManagement)；LGKulkarni,“DevelopmentRespon‐ 
sibilityandProfitabilityofBanks''，ECO"0〃ｃα〃ＰＣ/耐cαノWCCﾉｾ【y，
Vol．ＸⅣＮｏ．３４，August２５，１９７９（ReviewofManagement)；S 
Kumarasundaram,ｏｐ・Cit.,参照。
(21）２０ポイント・プログラムとは，1975年７月に非常事態体制下で，インディ
ラ・ガンジー政権によってとられた措置で，弱者救済等がうたわれている。
なお，1982年１月に，再度インディラ・ガンジー政権によって新20ポイン
ト・プログラムが発表された。新旧両20ポイント・プログラムの内容につい
ては，ＣＯ”””Ce，January23，1982,を承られたい。
(22）公共部門銀行の統合的再編については，すでに1972年の銀行委員会報告で
もその必要性（全国銀行３行案）が勧告されている（Governmentoflndia，
RePoγ２０/・ﾉﾉｂｅＢα"ﾙﾌﾞ"ｇＣｏ加伽ssio"，1972,ｐｐ､385-387)。また，Bha‐
batoshDatta,ｏｐ、Cit､をも象よ･
〔４〕要約
独立後インドの金融近代化の課題は，植民地型金融制度を解体し，プラ
ニングの基本線に添った国民的金融制度を確立することにあったが，この
金融近代化の歴史がすぐれて金融諸制度国有化の拡大の歴史として現われ
るところに，その特質を永いだすことができる。
まず1947年の中央銀行であるインド準備銀行の国有化，ならびに1955年
のインド帝国銀行のステート・バンク・オブ・インディアヘの再編国有化
によって２つの中枢点がおさえられた(1)。その後，第２次五か年計画によ
５４インFにおける金融構造の転換
って着手された重工業推進プログラムの遂行にあたって，いわゆる開発銀
行としての特殊長期金融諸機関の設立があいつぎ，この流れは1964年のイ
ンド工業開発銀行（IndustrialDevelopmentBankoflndia）の設立に
よって統一的に整舸備されるに至った(2)。それは国際競争から完全に遮断さ
れた環境の中で，重工業化を推進するために必要不可欠な長期資金を人為
的な低金利で融資するメカニズムの創出であった。
しかしながら1960年代後半に至って，重工業優先政策は国内市場の限界
につきあたるという形で深刻な反省を迫られることになった(3)。第４次五
か年計画における「緑の革命」による農業近代化路線の導入は，経済危機
の打開を富農層の購買力拡大を中心とした国内市場の拡大に求めるもので
あったが，そのためには農村金融の近代化が不可欠の補完物となる。この
要請が，あえて商業銀行を国有化してまでも農村金融の分野へと業務を拡
大させた背景となっている。国有化以降1o年間の商業銀行のパフォーマン
スを検討したかぎり，上記の結論は妥当性をもっているように思われる。
すなわち69年国有化の意味は，従来公共企業ならびに民間大企業を中心と
する重工業部門に集中していた人為的低金利による資金注入を，富農層を
中心とする農業部門にまで拡大せんと意図したものであった。しかしなが
らこの過程で－貯蓄資源の十分な吸収・動員化が銀行組織によってなさ
れない限り－民間大中規模工業部門ならびに民間商業部門に対する融資
比率は減少せざるをえなかった。換言するならば，国有化以降10年，銀行
融資は工業部門から農業部門へ，あるいは観点を変えれば，民間部門から
公共部門へと有利になるように展開した。
国有化以降のもう一つの顕著な動向は，潜在的貯蓄の動員化の必要性と
いう理由に加えて，商業銀行の収益性の低下のために，前提第Ｆ-3表から
うかがわれるように，主要各利子率が著しく下方硬直的にならざるをえな
かったことである。しかしその中で国債の利|回|りと大蔵省証券の割引率だ
けは極端に低くおさえこまれており，この点からも銀行資金の配分が公共
部門に対して著しく有利になっていることがうかがわれる。
5５ 
要約しよう。1969年の主要商業銀行14行の国有化によってインドの金融
構造は大きく転換する起点を与えられた。これによって，(1)商業銀行がイ
ンド金融構造の中で揺ぎない中心的な金融組織となった。(2)商業銀行の農
村金融への進出によって，「緑の革命」戦略の金融的支柱が確保された。
(3)商業銀行の国有化によって，プラニングの基本戦略遂行上の不可欠の一
環として商業銀行が組永込まれるようになった。(4)更に，商業銀行の融資
配分は公共部門（中央・州政府ならびに公共部門企業）に著しく有利にな
るように展開した。
（１）これに続いて1956年にインド生命保険公社（LifelnsuranceCorporation
oflndia）も国有化された。
（２）工業開発金融諸制度の概要については，野上－治「工業開発金融」（林利
宗編「インドの金融事情』所収）を承られたい。
（３）伊藤正二「独立後の独占資本の発展と経済的従属」（中村平治編『インド
現代史の展望』青木書店，1972,所収)，拙稿「インド重工業化の経済的帰
結」（『経済志林』第44巻１号，1976年３月)，ＳＬ・Shetty，“Structural
RetrogressioninthelndianEconomysincetheMid-Sixties'，Economic 
andPoliticalWeekly，1978． 
（後記：本稿作成にあたっては，1981年度法政大学研究助成金の援助を得た｡）
